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１． はじめに 
ダイオキシン類データには，媒体の種類や地域，そして環

境動態によって，その同族体・異性体組成に特徴が現れる．

先山らは，ダイオキシン類データの異性体組成に着目し，非

生物試料に対するダイオキシン類データの信頼性を確保す

るための判定基準について見当を行っている 1)．そこで，著

者らは『ダイオキシン類の新規測定分析データ』（以降「測

定データ」）について，過去の科学的知見を基に，そのデー

タが妥当な範囲にあるか否かを判断し，評価を行うシステム

の開発を行ってきた 2)，3)，4)．本発表では，そのシステムを用

いて得られる知見に関して実施例を通して報告を行う 5)． 
２． 解析例 
① 評価対象データの入力，参照データベースの選択 

北海道札幌市のある検体（大気，2000 年春）の測定デー

タを官公省庁の公表データを電子ファイル化したデータ

ベース中の「平成 10 年ダイオキシン類緊急全国一斉調査」

を参照データとし，評価を行った． 
② 解析１（組成チェック，度数分布） 

上記参照データより「全国の大気」のデータ（上記調査

中の 1548 件）を絞り込み，ダイオキシン類の同族体・異

性体組成を測定データのそれと比較（組成チェック），ま

た，度数分布グラフを描くことにより，測定データの濃度

的な位置づけについて考察を行った.図 1 は，Total 
PCDDs/PCDFs を 100%とした場合の各同族体の組成比を

示した図である.この結果より，測定データは，全国大気

のデータに比べ，特に PCDFs の各同族体の同族体組成が

異なることが分かった. 

一方，測定データの Total PCDDs/PCDFs (TEQ)として全国

大気データ中の位置づけを見ると，濃度としては特異的で

はないことが分かる（図２）． 

③ 解析２（近傍データとの比較） 
次に，測定データの地域情報を基に近傍データの検索を

行い，「北海道札幌市の 2000 年秋に採取した大気のデー

タ」と測定データの同族体・異性体組成の比較を行った（図

3）．これからも，特に PCDFs の同族体の組成に特徴があ

ることが分かった．季節の変動によるものか，測定データ

特有のものであるかはこの結果のみでは判断できない．今

後，近傍の他媒体のデータとの比較を行い，また，本シス

テムの「各化合物 相互比率比較表」を用いた解析を行い，

評価対象として測定データの特徴について考察を行いた

いと考えている． 

 

本システムの特徴は，データベースを構築して，参照したい

データの取捨選択を可能にすることにより，調査目的に見合っ

た条件で迅速に統計処理が行え，データの妥当性評価にも役立

つものと考えている． 

 
 

 
図 1 Total PCDDs/PCDFs を 100％とした組成チェック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ Total TEQ の度数分布グラフ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 近傍データとの比較例 
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